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一般財団法人　住総研

2015年度 研究助成 申請書

一般財団法人 住総研　御中　　　　　　　　　　　　　　　　作成日（西暦）　　    年　　月　　日

	申請者(主査)名･かな
	　

	生年(西暦)/年齢
	19　　年　/　　　歳

	所属機関・職名
	　　

	所属機関所在地　　※1
	〒

　

	所属機関TEL・FAX
	TEL/　　　　　　　　　　　　　FAX/

	所属機関E-mail
	

	所属機関の助成会計担当者連絡先※2
	助成会計担当者名/　　　　　　　　　部署/　　　　　

TEL/　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail/

	自宅住所　　※1
	〒

　

	自宅TEL・携帯・FAX
	TEL/　　　　　　　　　携帯/　　　　　　　　　　FAX/

	自宅E-mail
	

	代理人氏名・かな　※3
	　

	代理人連絡先住所
	〒

　

	代理人TEL・携帯・FAX
	TEL/　　　　　　　　　携帯/　　　　　　　　　　FAX/


※1　選考結果及び、本研究助成に関する書類送付先（所属・自宅）に☑をつけてください。
※2　研究委員会で、経理を管理する場合は記載の必要はありません。
※3　代理人とは、主査に重大な事故が発生して研究の遂行が困難な場合、研究及び助成事務を主査の責任のもと
に同等に代行し得る委員、また主査に代わり得る委員を指します(単なる事務取扱者･連絡者ではない)。なお、
代理人は委員の中から選出してください。
下記の通り貴財団の研究助成を申請します

記

　　　　　重点テーマ申請　　　　自由テーマ申請　　　該当する申請テーマに☑をしてください
1.研究題目　　※注意　主題および副題は、30字以内です
	*主題(30字以内)
	　　

	*副題(30字以内)
	　　

	2.研究委員会名
	　　


※研究委員会名はこの研究のために新設したものとし既存のものは不可とする。主査の氏名の後に｢委員会｣とつけたものでも可。
3.委員名（欄が足りない場合コピーして使用してください）　　　　

           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	
	氏名
	所属機関
	職名

	主査
	
	
	

	    委員
	　　
	　　
	　　

	    
	　　
	　　
	　　

	
	
	
	　　

	
	
	
	　　


4.助成申請総額                        万円道江氏より、申請書のあとのほうはダブリで聞いている
5.申請者（主査）の研究歴
	氏名･かな
	　　

	研究歴

(学位の有無、研究歴を記入)
	　　


６.委員の研究歴（欄が足りない場合コピーして使用してください）
	氏名･かな
	　　

	研究歴

(学位の有無、研究歴を記入)
	　　

	


	氏名･かな
	　　

	研究歴

(学位の有無、研究歴を記入)
	　　

	


	氏名･かな
	　　

	研究歴

(学位の有無、研究歴を記入)
	　　

	


	氏名･かな
	　　

	研究歴

(学位の有無、研究歴を記入)
	　　


７.研究の目的及び,当財団の目的「住生活の向上に資する」との関係についてのコメント（１ページ以内）
「住生活の向上」との関係についてのコメント：

８.研究の具体的な内容と特色(１ﾍﾟｰｼﾞ以内としますが、欄が足りない場合コピーして使用してください。)
９.研究予算及び内訳　※末頁の研究助成金費目一覧(研-102-8/8)を参照の上記入してください
 (1)謝金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　訳
研究協力者謝金　　　　　　　　万円　

研究補助者謝金　　　　　　　　万円　

その他　　　　　　　　　　　　万円

小計　　　　　　　　　　　　　万円　


(2)会議費　　

会場費　　　　　　　　　　　　万円　　

会食費　　　　　　　　　　　　万円　　

交流費　　　　　　　　　　　　万円　　

その他　　　　　　　　　　　　万円　

小計　　　　　　　　　　　　　万円　　


(3)資料･印刷･複写費　　　　　

資料費　　　　　　　　　　　　万円　　

印刷費　　　　　　　　　　　　万円　　

複写費　　　　　　　　　　　　万円　　

その他　　　　　　　　　　　　万円　　

小計　　　　　　　　　　　　　万円　　


(4)交通費　　　　

乗車賃　　　　　　　　　　　　万円　　

レンタカー代　　　　　　　　　万円　　

ガソリン代　　　　　　　　　　万円　　

小計　　　　　　　　　　　　　万円　　


(5)出張旅費　　　　

国内出張旅費　　　　　　　　　万円　　　行き先（往復）：　　　⇔　　　／宿泊：日数×人数
海外出張旅費　　　　　　　　　万円　　　行き先（往復）：　　　⇔　　　／宿泊：日数×人数
小計　　　　　　　　　　　　　万円　　　を記載のこと

(6)機器･備品費/損料(総合計の30%以内とする)　　　　

機器費　　　　　　　　　　　　万円　　

備品費/損料　　　　　　　　 　万円　　

その他　　　　　　　　　　　　万円　　

小計　　　　　　　　　　　　　万円　　


(7)雑費　　　　　

通信/運搬費 　　　　　　　　　万円　　

消耗品費　　　　　　　　　　　万円　　

その他雑費　　　　　　　　　　万円　　

小計　　　　　　　　　　　　　万円　　

(8)総合計　　　　　　　　　　　　　　万円
10.研究予算の使途（具体的に記入してください）
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


11.既往関連研究成果
＊自己の関連研究成果のみでなく、他者による代表的な成果も示し、今回申請の研究とそれらとの差異を要約してください。
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


12.本申請研究の継続性について　（☑をつけてください）
	①本申請研究は、継続研究の一部ですか。　　はい　　　　いいえ
　　　　　　　はいの方　→13.②・③・④へ

　

　　　　　　　いいえの方→14.へ



	②本申請研究は、その継続研究のどの研究段階に関わっていますか、若しくは関わりますか。
　　　Ａ：以前からの研究で、本申請研究で終了するもの　　　　　いいえ
　

　　　Ｂ：以前からの研究で、今後も継続するもの　　　　　いいえ
　　　Ｃ：今回から新たに始まる研究で、今後も継続する予定のもの　　　　　いいえ
③ＢとＣの研究で、次年度以降、当財団の助成申請を希望されますか。　　希望する　　希望しない

④本申請研究以外の継続研究で、他所からの助成を受けていますか。　　受けている　　受けていない




13.本申請研究の他所からの助成有無　（☑をしてください）
	①本申請研究で、現在、他財団や公的機関の助成金は受けていますか。　　受けている　　受けていない

	受けている方は、その機関名と金額を以下に記入してください。

機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額：　　　　　　　　万円

	②本申請研究で、現在、科研費申請がありますか。　　ある　　　　ない

	申請がある方は、その件名と金額を以下に記入してください

件名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額：　　　　　　　　万円


14.当財団の助成金取得実績　（☑をしてください）
	　取得したことがある　　　　取得したことはない


15. 当申請の分野（☑をしてください）

□都市・地域　　□集住・住戸　　□高齢者・障がい者　　□建築社会システム　　□環境・エネルギー

□構工法・生産　□歴史　□その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
16. 主査ご自身の専門分野（詳細）をご記入ください。
研究助成金 費目一覧
	費目
	内容
	備考

	Ⅰ.謝金
	・協力者，補助者に対する謝金
	・1人当たり 1日6,000円以内かつ 1ヶ月 75,000円以内

	
	研究協力者謝金
	・共同研究者以外への謝金
	

	
	研究補助者謝金
	・資料整理，実験，測定，実態調査，資料･調査の集計作業など，研究補助者に対する謝金
	

	Ⅱ.会議費

	・会場費，茶菓子，弁当代など研究推進に必要な費用
	・フィールド調査等における調査対象者等との交流費用も含む（本費目の上限は,助成金額の10％を目安とします）

	Ⅲ.資料･印刷･複写費
	・図書･文献等の資料費

・調査票･集計表等の印刷及び複写費
	

	Ⅳ.交通費
	・片道 100km未満の日常的な移動のための運賃，研究用車両の燃料費
	

	Ⅴ.出張旅費
	・調査，会議出席等の片道 100kmを超える出張に伴う旅費
	・運賃は実費

・宿泊標準額1泊

　国内：10,000円

海外：実費精算(上限を国内ビジネス･ホテル程度とします)

・日当は発着日を含み、
1日 2,100円(同行補助者は実費のみとし日当は認めません)



	
	国内出張旅費
	・運賃，現地交通費，宿泊費，日当，雑費
	

	
	海外出張旅費
	・渡航費，現地交通費，宿泊費，日当，雑費

　(必ず｢旅行傷害保険｣に加入のこと)
	

	Ⅵ.機器･備品費･損料
	・機械(装置)，器具，備品，コンピューターソフト等の購入費

・設備，機械，器具，備品，車両，コンピューター等の借料･損料
	・汎用性のある機器（例：パソコン・カメラ・集計ソフト等）の購入費は，計上出来ません
・使用予定のソフト名を明記のこと

・本費目の上限は，助成金額の30%以内とします

	Ⅶ.雑費
	・上記費目に該当しないもの
	・経理を委託する場合の管理費は，計上出来ません

	
	通信･運搬費
	・切手，小包，宅配，資料運送，電話などの通信費･運搬費
	

	
	消耗品費
	・文具，分析･測定のための消耗品費
	

	
	その他雑費
	・上記費目に該当しないもの

・フィールド調査等の保険料，翻訳料速記料 ，調査対象者謝礼，DPE料，当該研究に直接関係のある研究会への参加費
	


※上記費目に，研究論文提出前の研究成果に関する諸費用は，計上することは出来ません
























(研102-1/8)


